
スチームクリーンプラス
SOJ口SC1702V(07日 3716)

この取扱説明書 を

必ずお読 みの上 、
こ使用 ください 。

「こ使用方法」はP8～ 12を

お読みください。

この度は、OHMス チームクリーンプラスをお買い上げいただき

誠にありがとうこざいます。本製品を正しくこ使用いただくために、

必ず説明書をよく読んでからこ使用ください。
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●スチームクリーンプラスは、強力なスチームで床やタイルの汚れを

すつきり拭き取ります。

●洗剤を使わなくてもお掃除ができるので、環境にもやさしいお掃除

アイテムです。

●スタンド&ハンディの便利な2Wayタィプ。

●用途に合わせて様々な場所にこ使用いただけます。

●強力なスチームで、優れたクリーニングカを発揮します。
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△警告
濡れた手で電源プラグをコンセントに

抜き差ししたり、電源が入つた状態の

本体を触つたりしないでください。

動 中 議

隋

スチームクリーンプラス本体、

電源プラグ、および電源
コードを水などの
液体に浸けないで
ください。

火災、感電、ケガの

原因になります。

電源 コー ドや プラグが破 損 す るような

ことは しな い で ください 。

感電・ショート 火災の原因になります。

※電源コードやプラグが損傷しているとき、

または正しく作動しないときは、巻末に

こ案内している連絡先に修理をこ依頼ください。

爆発物や可燃性ガスがある場所では
こ使用にならないでください。

爆発、火災の原因になります。

らxh×

お子様の近くでは
こ使用にならないで
ください。

転倒、ケガ、やけどの

原因になります。

確実に

差し込む

差 し込 み プラグは根 元 まで確 実 に差 し

込 んで ください 。

感電や発熱による火災の原因になります。

分 解・改 造・修 理 す ることは絶 対 に

おや め くだ さい 。

破損 故障・ケガ 事故の原因になります。

コンセントの
単独使用

本製品は交流 100V・ 定格 15A以 上の
電源コンセントに直接接続して
こ使 用 ください 。

火災、感電の原因に
なります。

プラグを抜く

お手 入 れ の際 は必 ず コンセン トか ら

電 源 プラグを抜 い て ください 。

感電、ケガの原因になります。

△鴬曇:1:≡  (死暮寒響F重
傷などを負う可能性が想定される

)

△ 注 意   (R綿 羅 獣 轟 了 聾
害が発生する

)

CDttDR⊃延)は、
してはいけない「禁止」の内容です。

●eは、
必ず実行していただく「強制」の内容です。

△注意
お掃 除 の 際 に、物 にぶつ けるな ど、

乱 暴 に取 り扱 わな い で くだ さい 。

変形 故障の原因となります。

高温注意  やけど注意

本体、モップ部分は大変熱く
なります。使用中・使用後の

取扱いには十分こ注意ください。

やけどのおそれがあります。

スチームlよモップまわりにも吹き出していま

すので、取り扱いには十分注意してください。
スリッパなど足を保護するものを履いて、

足に直接ステームがあたらないように
してください。

ステームがあたるとやけどのおそれがあります。

電源プラグをコンセントに差し込んだ
まま、スチームクリーンプラスのそばを

離れないでください。

蒸気が出ます 故障、床の変色 変形、火災の原因となります。

コンロや 暖房 器 具 な ど熱 源 器 に本 体 や

電源コードが触れないようにしてください。

本体の変形 故障 発火、電源コードの

損傷やケガの原因になります。

こ使用後は、必ず電源プラグをコンセント
から抜いて、スチームクリーンプラス

本体が常温に戻つたことを確認した上で
タンクの水を捨てて保管してください。
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△注意
こ使用にならない時は、
必ず電源プラグをコンセントから
抜いておいてください。ｅ
”

●
些
●
酬

プラグの抜き差し時は、本体の
主電源スイッチを
OFFに してから
行ってください。

電源プラグを抜くときは、
電源コードを持たす

電源プラグに付いたほこりなど1ま
取り除いてください。

聖整 J__

●この取扱説明書に記載のない目的、方法では絶対にこ使用にならないでください。事故やケガの原因に
なります。

●無理な体勢でのこ使用や、無理な方向へ力を加えるこ使用はしないでください。故障の原因となります。

●組み立てた八ンドルにもたれかかるなど、過剰な力を加えないでください。変形 故障の原因となります。

●八ンドルを振り回したりしないでください。故障 火災・事故の原因となります。

●人気のそばではこ使用にならないでください。

●引火性のある液体、燃焼性の液体はこ使用にならないでください。

●たばこ、マッチ、灰など燃焼性のあるものにはこ使用にならないでください。

●無理に部品を引つばつたりしないでください。破損や変形の原因となります。

●スチームクリーンプラスのスチーム出口をふさがないてください。

●こ使用の際は、スチームクリーンプラスを逆さまにしたり、横倒しにしないでください。

●電源コードを持つてスチームクリーンプラスを引つ張つたり、運んだりしないでください。

●電源コードがホルダーに巻きついた状態で使用しないでください。ホルダーやコードの破損の原因に
なります。電源コードに無理な力がかかるような使い方はしないでください。

●必ず本体にモップを取り付け、タンクに水を入れた後に電源プラグをコンセントに差し込んでください。
後からモップを取り付けるとスチームが出て、やけどのおそれがあります。

●電源コードをテーブルやカウンターの端などに引つ掛けたり、ドアにはさんだり、ねじつたり、もつれ
させたりしないでください。破損やケガの原因になります。

●ジユウタンアダプターをこ使用する際、毛先の長いジュウタンでは、滑りづらい場合があります。

●鋭利なものに電源コードが触れないようにしてください。電源コードの損傷やケガの原因になります。

●タンクには水道水を注水してください。井戸水や硬水はこ使用にならないでください。水道水であっても
硬水の場合があります。水道事業者にお問い合わせください。硬水の地域にお住まいの場合は、蒸留水を
こ使用になるか、 別売品の水ボトルで処理した水を使用してください。水道水や蒸留水を使用する
ときも、洗浄液、香水、アルコール、オイル、またはその他の液体、化学薬品などを加えたりしないで
ください。故障や事故の原因になります。

●給水、アタッチメントの脱着、お手入れの際 Iよ、電源プラグをコンセントから抜いてから行つてください。
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ご使用にあたってのこ注意とお願い

こ使用の前 に以下のことをこ確認 いただき、こ使用の際 には十分こ注意ください。
●本製品は「屋内専用品」です。
●こ使用中またはこ使用後は、モップヘッドやアタツチメントなどが大変熱くなります。直ちにバーツを外すと、
やけどをする恐れがあります。しばらく放置して、熱が下がつたことを確認してから取り外してください

`,

●お客様の不注意による破損・故障・ケガ・事故・火災に対する責任は負いかねますのでこ了承ください。
●取扱説明書の使用ガイドライン、および指示が守られない場合は、当社は一切の責任を負いかねます。
●こ使用前に、製品が破損していないか事前に点検してください。
●本製品はおもちゃではありません。
●お子様や監督が必要な人によるこ使用はおやめください。
●こ使用の際は、人体やペット(または植物)に直接スチームをかけないでください。やけど(または枯れてしまう)
おそれがあります。
●お掃除の際には窓を開けるなどして通気をよくし、掃除した場所が乾燥するようにしてください。
●本製品が濡れた状態になつた場合は乾いた布でふきとり、通気をよくし、乾燥させてください。
●付属品以外のもの (専用モップ以外で使用した代用のタオル・雑巾などは除く)を本体に取り付けないでください。
●故障していたり、または故障と思われる場合は、こ使用にならないでください。
●よこれによっては落ちないものもあります。
●製品が破損したとき、また製品に異常を感じたときは、こ使用を中止してください。

・な警顔ま蹴 絶;こ桑腎f躍];電マ堪17[めにモップ
ヘッド部が多少キツめにロックされます。こ使用

・:B狙踊藻聖認買撃鶴 ]譜講ξ認当勒 円「翼凛温htの
生成まで

(お願 い )
●こ使用前に必ず目立たない部分でお試しいただき、掃除する床などの変色、変形などがないことを確認してから
こ使用ください。

※フローリングの材負および表画処理によっては変色・変形する場合があります。
※畳、じゅうたんなどは変色、しみになる場合があります。
※表面保護されている床面 【ワックス ニス等】保護材が、スチームによってはがれる場合がありますのでこ注意
ください。

浮:輔聯 僻 職 |`魏翻 麒 臨珊 ;

電装[言普Z鼎霧我黒蝸凛 T名訛鼈 7た1量害lhtti輝姑
をしてください。

本製品の用途について

●本製品は一般家庭で個人が使用するために製造された製品です。業務用としてのこ使用は絶対にしないでください。

保管と廃棄について

●本製品は安全で乾燥した場所に保管し、次のような場所には保管しないでください。

iξ舞肥 鷹縣
炉 1亀亀昇馬峯畢:ξバ:唱謂

まこりや多湿の場所 6子 様の手の届く場所

●保管の際は、グリス、油、泥、雪、未乾燥の塗料、または他の滑りやすい物から遠ざけてください。
●保管の際は、清潔に保ち、有害物質から遠ざけてください。
●保管の際は、必ず平らで安定した場所に保管してください。
●保管方法とお手入れ方法については、P14「保管とお手入れ方法」をこ参照ください。
●本製品を廃棄するときは、廃棄する地域の行政・自治体の指示に従い、適切な方法で廃棄してください。

保守と点検について

●事故防止のため、当社が推奨。あるいは販売している部品のみこ使用ください。
●部品が破損、または紛失した場合は、当社にて修理をしてからこ使用ください。
●故障、劣化、または大や化学物質で変形や腐食した場合は、こ使用にならないでください。
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スチームクリーンプラス本体、および付属品の名称と機能について説明します。

〔本体〕
1.ノ ンヽドル

2スチームボタン
このボタンを押している間スザー′、′)｀ 略出 tノ ます。

3コ ード引つ掛けフック
お掃除中邪魔 にならない (k)、 J― ドネ 1朴 |り ることができます。

4コ ード収納フック
収納 Bヽ与1、 電淵 |― ド´各 て` )|り `kd

5ハ ンディタイブ脱着ボタン
ノヽンディタイフの脱蒲に使用しより

6.タ ンクキャップ
給水時にキャップをあけます。

7.タ ンク
使用時にタンクに給水します。
使用後は必ずタンクの水を抜いて空にします。

8.主電源スイッチ (本体裏側)
スイッチを下げると「ON」 、スイッチを上げると「OFF」 になります。

9.電源ランプ
電源プラグをコンセントに差し、主電源スイッチを「ON」 にすると、
電源ランプが赤く点灯します。

10.モップヘッド
使用時に専用モップを取り付けます。

11.タンク脱着ボタン
タンクの脱着に使用します。

12.モップヘッド脱着スイッチ (本体裏側)
モップヘッドの脱着に使用します。

13.電源コード 14.電 源プラグ

′ ――〔十寸拝尋百融〕――――――――――――=……
~~い、

15.専用モップ (2枚 )
使用時にモップヘッドに取り付けます。

16.ジュウタンアダプター (
じゅうたんにスチームをかける時、
ジユウタンアダプターを床に置き、
専用モップを取り付けたスチーム
クリーンをのせて使用します。
本体をよリスムーズに動かすことができます。
※ジユウタンアダプターは本体に固定できません。
本体を持ち上げると外れます。

17.アタッチメント
共用パーツ  1

躇

21

8.洗浄用Aパーツ

.Bパーツ用
モップ (2枚 )夕盤

`雰

闊 義

2ヾ F・ 1'132墨
『ブ 置濶スデ

※実際の製品とイラストの形状が異なる場合があります。 -6-



スチームクリーンプラスを使用する前に、ますスチームクリーンプラス本体を組み立て、
タンクに給水して専用モップを取り付けます

① ハ ン ドル を 取 り 付 け る

本体にハンドルをしっかり差し込み
ます。取付ビスをドライバーで2箇所
しつかりと固定します。

② モ ッ プ ヘ ッ ドを 取 り付 け る

モップヘッドをスチームクリーンプラス本体に

「カチッ」と音が鳴るまで差し込みます。

※取り外す場合は、本体裏側のモップヘッド脱着スイッチを
押して取り外してください。

本体
1(::フ‖cP。→記t≡JI(営

)il:レ

△注意

8総崇濾謂t核勒 ち

"」

ダ老じてふ:犠棋鞘ヨ各七警f拒墨思『
きます。コンクリトヘの直接のこ使用はお避けくださいの

●タンクには水道水を注水してください。丼戸水や硬水はこ使用にならなしヽでくださしヽ。水道水であっても硬水の場合があります。

鶴詳専[ぎ『∫泉檀装線教瑠謂製:身鷲象で終鷲肇元|リサ繁1翁晟8ぶY媚聟皇な隻
加えたりしないでください。故障や事故の原因になります。
●タンクに給水するときに 水があふれ出ないように注意してください。水がこぼれた場合は やわらかい布等でふき取つてから使用
してください。

●モップを脱着する際は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、スチームが出ていないことを確認してから行つてくださしヽ。やけどの
おそれがあります。
●モップを装着しない状態で 絶対にこ使用にならないでください。故障や床を傷つける原因になります。
●給水時にタンクの中にゴミが入らないようにしてくださしヽ。故障の原因となります。

①タンクに給水する
1.本体のタンク脱着ボタンを押し、タンクを
取り外します。

2タンクキャップを反時計回りに回し、
キャップをあけます。

3.タ ンクに給水します。

4.給 水が終わったら、キャップを元に戻し、
本体に取り付けます。
(キャップが確実に締まってしヽるか確認してください。)

◎キヤツプ裏の防水ゴムが、外れていたリズレて しヽな い
事を確認の上、キャップを閉めてください。水もれする
恐れがあります。

2疱
惜
タンクキャップの
「△』マークを
賄倒 マークヘ回す

輻
タンクキャップの
△」マークを
OJマークヘ回す



使用前に、P3～ P5「安全上の注意」をよくお読みください。

スタンドタイプをご使用になる前に
「専用モップ」を取り付けてください

モップヘッドを包むようにモップの組を調整 しながら
専用モップを取り付けます。

専用モップ

スチームクリーンプラス (スタンドタイプ)を組み立て、タンクヘの給水と専用モップの
取り付けが完了後、電源を入れてこ使用ください。

電源プラグ

ヽ

／1.電源プラグをコンセントに差し、
主電源スイッチを「ON」 にすると、
電源ランプが赤色に点滅します。

2.スチーム生成の準備が整うまで、  差し込む
“約30秒～ 1分程度"お待ちください。
(環境温度により異なります。《P15「こんなときには」をこ参考くださしヽ》)

3.掃除したい箇所でスチームボタンを押し、  ハンドル
本体をゆっくり前後に動かします。
スチームを発生させながら掃除してください。

△注意
スチームを―ケ所に当て
続けないでください。

スチームボタン

)

本体裏側
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使い終わりましたら、本体と専用

モップを必ず専用置き台に

のせてください。その後主電源

スイッチを切り、電源プラグを

コンセントから抜いてください。

5.本体と専用モップの温度が

下がりましたら、モップヘッド

から専用モップを取り外し、

タンクに水が残つている

場合は必ず水を捨てて

タンクを空にします。本体を

専用置き台にのせてください。

■使用途中でタンクの水が空に
なつたら…・

主電源スイッチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いてください。P7
「タンクに給水する」の手順に従つて
給水します。

C

(専用置き台)

●カーペット、じゅうたんを掃除するときは、

付属品のジュウタンアグプタ…を床に置き、

専用モップを取り付けたスチームクリーン

プラスを上にのせて、滑らせるようにしな

がら掃除してください。

△注意
ジュウタンアダプターを他の

床材でこ使用になると

床に傷がつく恐れがあります。

●専用モップは、畳にも快適に

こ使用いただけます。

ジュウタンアダプタで
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ハンデイタイプにします

「
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
」

「ハンディタイプ脱着ボタン」を
押して、ハンディタイプ本体を
取り出してください。

使用前に、P3～ P5「安全上の注意」をよくお読みください。

′
FLIIξくラ1こ晨漏:[f恐黒、二l民二55晨」ち乙岳品調

アタッチメント
共用パーツ Aパ ーツ用袋状モッフ

注意 :こ使用中またはこ使用後は、モップヘッドやアタッチメントなどが大変熱くなります。
直ちにパーツを外すと、やけどをする恐れがあります。しばらく放置して、熱が下がつ
たことを確認してから取り外してください。

"憑 鞣 鯰

取 付 パ タ ー ン

A.洗面台やキッチン周り、風呂場のタイルなどの汚れを落としたい場合

澤 躊 :北咆:1鰺
)旱
財 |

棚 鶏こ弘魃 ‰愈 +…嘲1孵 l、平 ップで〔:::::きさゝ |

鏃 蜃彎,:1ljT〔 ]′[;〔]ξ多
1~―
――――――∫」]i『 [(■リ

B.窓ガラスや鏡面の汚れを落とし
'

り。ど盪
C.自 動車のホイールや金網の汚れを落としたい場合

_ヵ 鳳 苛 、  r_ ___             l(必 要な付属品)          :

筵 [][〕〕ち尋見晋畷じ:マ 浄訪シ
″勿ど i》 _1:母:ilzζ

`_1

注意 :す き間洗浄用プラシの毛が硬いため、コーテ´

された材質にはこ使用にならないてください。

取付 パ ター ン

す 。

／

ノ

ヽ

、

Bパーツ用モップ
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△注意

他のパーツを取り付 ける場合、

十分注意 してください。

A.洗面台やキッチン周り、風呂場のタイルなどの汚れを落としたい場合

●組立パターンA(狭範 囲 )

い
■
′

一

・
　

ヽ

一も

|｀
洗浄用Aバーッを包む

ようにAパ ーツ用袋状
モップを取り付けてく

ださい。

フックに弓っ掛けた後

下に押して固定

雉́ック
ユ縫ふ
窓洗浄用ワイパーの

後ろ2箇所のフックに

かけてか・Dパ ーッを
卜に川して,1定 ください

パーツ同士の矢印を

図のように合わせ 奥
までしっかり差し込ん

でください。

=「
 ♪
■

アタッチ メン ト共 用

バー ツを B寺計 まわり

にしっかりと回して固

定してください。

‐

 守

::_[::[[]

完成。

Aパ ーツ用袋状モッ
プと洗浄用Aパ ーツ
を用意します。

窓洗浄 用ワイパー と

洗 浄用 Aパ ーツを用
意します

・ 組立パターンB(広範囲 )

フックに引つ掛けた後

下に押して固定

ノダ傷 フック

トメ魏
Bバ ーツ用モップと洗   洗浄用Aパ ーツを

言]]!i[i[:き    :]fi'[`:〔[
せてください。        押して固定ください。

バーツ同士の矢印を

図のように合わせ 奥
までしっかり差し込ん

爾
t=■

♪
アタッチメント共用
バーツを時計まわり

にしつかりと回して固

定してください。

完成。

B.窓ガラスや鏡面の汚れを落としたい場合

，
ヽ
タ

(7‐
・・・・・・

=

;:囃
バーツ同士の矢印を
図のように合わせ 奥
までしっかり差し込ん
でください

口:ヽ

調

畢

♪
「

一̈．̈
一一一一一一一一

1璧国
アタッチメント共用

パーツを時計まわり

にしっかりと回して固

定してください。

C.自 動車のホイールや金網の汚れを落としたい場合

口:職  すき間
ンタヨξ

パー ツ同士の矢印を

図のように合わせ 奥
までしっかり差し込ん

でください。

♪

山
一一
　
”・軍
圭
〓
一
:■

アタッチメント共用

パーツを時計まわり

にしっかりと回して固

定してください。

最後に、完成した

アタッチメントを

ハンディ本体に

差し込みます。

1多 Uフラ百

1極を量ittF諄ま魂

― -11-―



スチームクリーンプラス (ノ ンヽディタイプ)を組み立て、タンクヘの給水とアタッチメントの

取り付けが完了後、電源を入れてこ使用ください。

1.電源プラグをコンセントに差し、

主電源スイッチを「ON」 にすると、

電源ランプが赤色に点滅します。

2.スチーム生成の準備が整うまで、  差し込む

“約30秒～ 1分程度"お待ちください。
(環境温度により異なります。IP15「 こんなときにはJを こ参考くださしい )

3.掃除したい箇所でスチ…ムボタンを押し、

本体をゆつくり前後に動かします。

スチームを発生させながら掃除してください。

本体裏側

＼｀一スチームボタン

◎

A.洗面台やキッチン周り、風呂場の

タイルなどの汚れを落としたい場合

B窓ガラスや鏡面の
汚れを落としたい場合

C自動車のホイールや金網の
汚れを落としたい場合

b ll機
'.

△注意

4.使い終わつたら、八ンディタイプ本体と取り

付けた付属アタッチメントを温度が常温になる

のを確認してから取り外してください。

その後主電源スイッチを切り、電源プラグを

コンセントから抜いてください。

5.

捨ててタンクを空にします。スタンドタイプ本体内にハンデイタイプ

本体を戻し、保管してください。

■使用途中でタンクの水が空に

なつたら…・

主電源スイツチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いてください。Pフ
「タンクに給水する」の手順に従つて
給水します。

アタッチメントを外す  スタンドタイプ本体内に戻す

-12-



○スチ
=ム
クリーンプラスを使用する前に、床の大きなゴミを取り

除いてください。キズを防ぎます。

○スチームで専用モップが濡れたり、汚れた場合は早めにお取り
替えください。

○ビニール製やリノリウムの床に付着したしつこい汚れを落とす
には、中性洗剤を薄めた水で床を湿らせてから掃除します。
スチームで汚れを浮かせ、専用モップで掃除してください。

◎本製品の性能上、機能上により、こ使用後にスチームが多少の残水となり、
モップ部に残つてしまいます。

◎こ使用中、本機から離れる場合及びご使用後に一時放置する場合などは、
専用置き台に必ず乗せて、放置または保管するようにお願い致します。専用
置き台からズレたり、そのまま床面などに放置しますと、変形・変色などの
恐ねや水濡れなどの原因となりますのでご注意願います。

◎表面保護されている床面 【ワックス・ニス等】保護材が、スチームによつて
はがれる場合がありますのでこ注意ください。

◎同じ場所にスチームを当て続けると、床材が変形や変色したり、床材がはが
ねる場合がありますのでご注意ください。(使用途中でも本体を待機する場
合は、必ず専用置き台を使用してください。)

◎一部汚れが落とせない場合があります。

◎本製品の性能上、機能上により、こ使用後にスチームが多少の残水となり、
掃除した面に残る場合があります。自然乾燥をするか、柔らかい布やタオル
などで拭き取つてください。
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保管とお手入れ方法について説明します。

△警告
●お手入れを開始する前に、電源コードがコンセントから抜けていて、スチームクリーンプラス本体が常温になつて

いることを必ず確認してください。

●火災、感電、ケガを防ぐため、スチームクリーンプラス本体、電源プラグ、および電源コードを水などの液体に浸け

ないてください。

◇スチームクリーンプラス本体

保管方法

スチームクリーンプラスを使い終わつたら、下記の【保管前の確認事項】を必ず確認し、
コードホルダーに電源コードを巻きつけて、屋内の涼しく乾燥した場所に保管してください。

【保管前の確認事項】
①電源コードをコンセントから必ず抜いてください。
②スチームクリーンプラス本体が常温に戻つていることを必ず確認してください。
③専用モップを本体から必ず取り外してください。
④タンクの水を全て捨てて必ず空の状態にしてください。
※自立式ですが、不安定な場所や風などで倒れることがあります。保管時はこ注意ください。

⑤モップヘッド内の水を、モップヘッドを振つて取り除いてください。

⑥専用置き台の上に置いて保管してください。

日常のお手入れ方法

・ 水を含ませ固く絞つたやわらかい布で、本体の汚れを拭き取ります。汚れがひどい場合

は乾いた布でから拭きしてください。

◇専用モップ
お手入れ方法

・ 使用後は、専用モップを洗濯してください。

・ 他の洗濯物の糸くずなどをモップに付着させないように、専用モップは単独で洗うか、

洗濯ネットに入れて洗つてください。

・ 洗斉]は液体の中性洗剤のみを使用してください。粉末洗剤を使用すると、洗剤の粒子

が専用モップに残留し、クリーニングの際に床面を傷つけることがあります。

・ 漂白剤や柔軟剤は絶対にこ使用にならないでください。専用モップの生地が傷んだり、

コーテイング剤が残留し、効果的なクリーニングができなくなります。
o乾燥機を使用して乾かす場合は、低温でこ使用ください。当社では自然乾燥させること

を推奨します。

・ 専用モップの糸がほつれたときは、絶対に抜いたりせず、はさみを使用して糸の長さを

整えてください。
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スチームクリーンプラス使用時のトラブル対処法について説明します。

現  象 原  因 対処方法

ス チ ー ム ク リー ン

プラスが作動しない。
(電源ランプがついてない)

電源コードがコンセントに

接続されていない。
電源コードをコンセントに
正しく差し込んでください。

主電源が「ON」 になつて
い な い 。

主電源を「ON」 にして
ください。

コンセントの電源がきてい
ない。

ブレーカーを確認して
ください。

上記の原因以外の場合は
故障の可能性があります。

巻末のお客様相談室に
こ連絡ください。

ス チ ー ム が 出 な い 。
(電源ランプはついている)

タンクに水が入つていない。

P7「タンクに給水する」の
手順に従つて水を補給して
ください。

スチームボタンを押してい
ない。

八ンドルを持ちスチームボタ
ンを押しながら、床の上で前
後に動かせばスチームクリー
ンが作動します。

0℃以下の環境温度で保管
していた。

10℃以上の室内で30分～
1時 間程度放置してから、
こ使用ください。

ス チ ー ム クリー ン
プラスを使用すると
床に水が残る。

専用モップが
濡れすぎている。

電源プラグをコンセントから
抜き、スチームクリーンプラ
ス本体が常温になつたことを

確認してから、専用モップを
交換してください。

ス チ ー ム クリー ン
プラスを使用すると

床に自い跡が残る。

スチームクリーンプラスを
一箇所に長時間使用した。

同じ箇所で使い続けないで
ください。

■仕 様
電 源 100V50/60Hz 質 目里 約2,500g("靱
消 費 電 力 1100W モップの表面温度 約 100度

タンク容量 約420ml コー ドの長さ 約48m

連続使用時間 約 15分 (タンク満タン時) 外形寸法 (約 )
幅290mmx高さ1090mmx奥行150mm

(スタンドタイプ時)
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1.取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で、保証期間内に故障 した場

合のみ、無料修理いたします。

2.保証期間内でも次の場合には有料修理 となります。

(イ )使用上の誤 り、または、自己修理、分解、調整、改造等による故障及び損傷
(口 )お 買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障および損傷
(ハ )火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、水掛り等に
よる故障及び損傷

(二 )消耗または磨耗 した部品、付属品の交換
(ホ )本書のご提示がない場合
(へ )本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合、あるいは文字を
書きかえられた場合 (但 し、販売シールや領収書でも未記入項目の代用となります )

(卜 )本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷
(チ )一般家庭用以外 (例 :業務用、または業務用に準ずる使用方法)で使用された場合の
故障及び損傷

3.ご贈答、ご転居等で本保証書に記入のお買い上げ販売店に修理をご依頼になれない場合

は、弊社修理ご相談センターにお問い合わせください。

4.本書は日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only in」 apan
5.本書は再発行いたしませんので紛失 しないよう大切に保管 してください。

商品名 スチームクリ…ンプラス ★お買い上げ日1    年   月   日

型番 I SOJ‐ SC1702V I 品番  107‐ 3716 保証期間 :本体 1年間 (お買上げの日から)

お

客

様

★お名前 様

★ご住所 〒    ―

電話    (    )

修理メモ

★住所 店名 電話
販

売

店 ①

(注 )★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずご確認ください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとに

おいて無料修理をお約束するものです。

※この保証書によって保証書を発行している者 (保

証責任者 )、 及びそれ以外の事業者に対するお客

様の法律上の権利を制限するものではあ↓りません。

※保証期間経過後の修理についてご不明な場合は、

お買い上げの販売店または弊社修理ご相談センタ

ーにお問い合わせください。

※お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証

期間内のサービス活動及びその後の安全点検活

動のために記載内容を利用させていただく場合が

ありますので、ご了承ください。

◎ 開 眠｀ 株式会社 オーム電機

〒342-8502埼玉県吉川市旭 3-8
http://www ohm― electric.co.ip

に関するこ ンターヘ

霙再04■T玲嶽黒見:凛塞」7100
業本品の l■様 外観は改善のため 予きなく変更する場合があります.  07‐ 3716A

製品に関するお問い合わせは お客様相談室 へ

●フリーダイヤル (無 料) ●携帯電話 公衆電話からは

0120-963…006 048… 992-2735
電話

受付
平日 9:00～ 17:30 土曜 9:00～ 17:00
日曜 祝日及び年末年始は除きます
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